
日田商工会議所 サマータイム委員会 議事録 

 

1. 日 時 令和 8年 2月 20 日（金） 10:00～10:40 

2. 場 所 日田商工会議所 議員サロン 

3. 出 席 者 

（会頭）瀬戸亨一郎 

（委員長）髙橋進太郎 

（担当副会頭）園田匠 

（副委員長）浦中直也 

（専務理事）樋口恒成 

（委員）高倉頼利、長谷川久、白石章二、岡見要一郎、梶原康輝、宮崎信二 

（事務局）大石昭典、伊藤宏 

 

4. 議事経過 

1）委員長挨拶 

• 髙橋委員長より、事前資料にも掲載のとおり、当期３年間の成果として、モデル事業を選定

して導入実績を作ることを目標としたいと考えますので、ご協力をお願いします、との挨拶が

ある。 

 

2）議題 

①3年間ロードマップ資料の説明と質疑 

•委員長より、2〜3 ヶ月に 1 回のペースで委員会を開催して、3年間で導入実績をあげたい。1

年目は、課題定義・情報収集フェーズとして、第 1フェーズで目的理解、第 2フェーズで周辺

事例の調査、第 3 フェーズで猛暑リスク等の気象データ収集、第 4フェーズで企業へのヒアリ

ングやアンケートを実施する提案がなされた。 

• 岡見委員より、地域や会社規模により取り組みの相違も考えられる。全国の事例を集め、参

考情報として提示してほしい、との意見があり、そのように対応する旨、了承された。 

• 委員長より、2年目は実証フェーズとして、取り組み事業所を募り、実証を行い、第 11〜12

フェーズで、改善点・問題点の洗い出しを行いたい、との話がある。 

•岡見委員より、特定の 1 社に限定すると負担や偏りが生ずる恐れがある。規模・業態の異なる

複数社を募り、多様な事例・実績を集める方が望ましいのではないか、との意見があり、その

ように対応する旨、了承された。 

・委員長より、3年目は社会実装・提言フェーズとして、日田市民や市内で働く皆さんに周知

し、日田式サマータイムとして記者会見や日田市への提言を行うことが提案された。先々の目

標として、日田市全体で取り組みできれば、労働環境改善の先進地域として、日田に定住を促

すイメージアップに繋がることも期待できる、との話がある。なお、急な一律導入は難しいた

め、モデル事業で成果を出し、波及させる段取りが妥当ではないか、との話がある。 

②討議 

• 岡見委員より、実証実験企業に対する負担軽減のために、商工会議所の予算から、成果報告

を条件とした支援金（10 万円程度）を支給するインセンティブ制度の導入の提案がある。 



• 白石委員より、小売・サービス業態は、顧客の都合に合わせる必要がある。当社では昨年か

ら、昼の 12 時から 1時間を完全休業する取り組みを行っている。お客さんの認識・理解も広が

っているのか、今のところクレームなどは起きていない、との話がある。 

・委員長より、一般的な型に無理にはめるものではなく、夏の暑さや冬の寒さに対する対策を

浸透させることが目的であり、各事業所の実情に合わせた柔軟な取り組みが望ましい、との話

がある。 

・白石委員より、ヨーロッパから始まったとすると、各国の具体的な取り組みについて知りた

い、との話がある。 

・委員長より、12 時を 1 時間 2回とする、などの海外事例もあると聞く。引き続き各国の取り

組みを調査してお知らせしたいとの話がある。 

• 梶原委員より、具体的には、8 月 8 日は 9時半開始・19 時終了とすること、夏休みの 2週間

を日田サマータイムとすることなど、特定期間のイベントとして取り組むのはどうだろうか、

との提案がある。対外的なアピールや市内で広く取り組むことが容易になり、効果が期待でき

るのではないか、との話がある。 

• 長谷川委員より、ロードマップ 2 年目の計画にこだわらず、今年の夏からでも、部署単位な

どのスモールスタートを実践・検証して取り組んでみるのもよいのではないか、との提案があ

る。 

・浦中副委員長より、売店部門では難しいと思われるが、製造部門では可能ではないかと思わ

れるので、スモールスタートについて検討を進めたい、との話がある。 

• 瀬戸会頭より、市民への浸透には時間を要することも考えられるため、ロードマップを含め

早期に情報発信することも検討してほしいとの話がある。具体的には、シルバー人材センター

の草刈受託作業において、作業者の熱中症対策として、現場からは朝 7時から 8時の間の作業

開始希望があるが、近隣住民からの早朝騒音に対するクレームの懸念がある。夏の 1ヶ月間だ

けでも商工会議所の取り組みとして広報することができれば、市民の理解も得やすくなるので

はないか、との話がある。 

• 園田副会頭より、各委員から業界や組合に持ち帰って、周知していただき、その結果を再び

委員会に持ち寄ることを通じて、議論を活性化させていきたい、旨の話がある。 

 

3）閉会 

•委員長より、活発な議論に対してお礼が述べられ、閉会した。（１０時４０分） 

 


